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Ⅳ
保
護
上
重
要
な
動
物

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

クルマヒラマキガイ 
西日本に分布域をもつが生息地は少なく，本県でも生息地は局限され

る。圃場整備や水田の干出による乾燥化などで，個体数が減少傾向に

ある 

 

大分市，野津町 

 

 

本州(大阪・兵庫・山口)，九州(福岡・長崎・熊本・大分・宮崎)，沖縄 

中国，ウツリョウ島 

 

イネの切り株や水路の周辺，休耕田。 

 

 

水田や周辺の水路の乾燥化などで，生息環境が悪化して個体数が減少

している。 

ヒラマキガイ科 
Planorbidae

(Benson)

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

水産庁 

II  
II 
希少種 

Hippeutis (Segnitilia) cantori

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

チョウセンスナガイ 
全国的に分布地は少なく，九州では本匠村の石灰岩地域にのみ生息す

る。樹木の伐採や造林による環境の変化で絶滅の危機に瀕している。 

 

 

本匠村 

 

 

本州(埼玉・群馬・広島)，九州(大分) 

韓国南部 

 

石灰岩地の凹地や礫の間，落ち葉の下。 

 

 

一生息地では植林された樹木の生長に伴い，環境が変化したために生

息の確認が出来なくなっている。 

スナガイ科 
Chondrinidae

Pilsbry

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

 

IA 
掲載なし 

Gastrocopta (Sinalbinula) coreana

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

ホソキセルガイモドキ 
九州に広く分布域をもつが，本県では生息地が少ない。樹木の伐採に

より環境の悪化が懸念される。 

 

 

中津江村，弥生町 

 

 

四国，九州(福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島) 

 

 

自然林内にある老木の樹幹。 

 

 

古い樹木の樹幹に着生していたが個体数が減少して，最近では生息の

確認が出来なくなっている。 

キセルガイモドキ科 
Enidae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
準 

Mirus rugulosus 
(Moellendorff)

 

 




